
　
私 が 港 湾 課 技 佐 の 辞 令 を

受 け た の は 、 平 成

1 4年 ４ 月

の こ と で す 。 当 時 、 港 湾 の経 験 は 全 く あ り ま せ ん で した 。 恥 ず か し な が ら 、 ま ずは 若 手 職 員 か ら 港 湾 用 語 集を 借 り て コ ピ ー し 、 １ か ら勉 強 で す 。 分 か ら な い こ とは 聞 き 、 現 場 に も 積 極 的 に足 を 運 ぶ 。 と に か く 開 き直 っ て 、 体 当 た り で 取 り 組ん で い く し か あ り ま せ ん でし た 。

　
当 時 の 常 陸 那 珂 港 は 、 北

公 共 埠 頭 地 区 に ガ ン ト リ ーク レ ー ン ２ 基 設 置 、 石 炭 火力 発 電 所 ２ 基 の 稼 働 、 中 央埠 頭 地 区 で の 石 炭 灰 に よ る埋 め 立 て 、 臨 港 地 区 の 土 地造 成 、  東 防 波 堤 の 延 伸 な ど 、多 く の 事 業 が 進 ん で い ま した 。　
港 や 臨 港 地 区 の 整 備 が

着 々 と 進 む な か 、 Ｆ Ａ Ｚ 物流 倉 庫 も 整 備 さ れ 、 海 外 への ポ ー ト セ ー ル ス な ど 、 港

湾 振 興 を 図 る と と も に 、 企業 誘 致 に も 力 を 入 れ て い まし た 。　
ま た 当 時 は 、 阿 字 ヶ 浦 海

岸 の 浸 食 が 進 ん で い て 、 喫緊 の 対 策 が 求 め ら れ て い まし た 。 か つ て は 日 本 一 の 来客 数 を 誇 っ た 、 美 し い 海 岸が 侵 食 さ れ 、  砂 浜 が 減 少 し 、護 岸 ま で 波 が 打 ち 寄 せ て いる 状 況 だ っ た の で す 。　
そ こ で 、 茨 城 大 学 の 三 村

先 生 に ご 指 導 い た だ き 、 地元 の 関 係 者 、 県 、 市 等 関 係部 局 の 職 員 な ど で 構 成 す る検 討 委 員 会 を 設 立 。 多 く の検 討 を 重 ね 、 緊 急 で 対 策 を実 施 す る こ と に な り ま した 。

　
私 は ひ た ち な か 地 区 の 開 発 に 、 道 路 建 設 課 と い

う 立 場 で 前 々 か ら 携 わ っ て い ま し た 。 射 爆 撃 場 の跡 地 で あ る こ と か ら 、 各 事 業 者 の た め の 工 事 用 道路 を つ く る た め 、 不 発 弾 の 調 査 な ど も 行 い 、 非 常に 大 変 だ っ た こ と を 覚 え て い ま す 。 当 時 、 港 湾 のこ と ま で 携 わ る と は 思 っ て も み ま せ ん で し た 。 また 、 子 ど も を 連 れ て 何 度 も 訪 れ た 阿 字 ヶ 浦 海 水 浴場 に は 、 家 族 と の 思 い 出 が た く さ ん あ る の で す 。�

（
Ｈ Ｐ ト ピ ッ ク ス に 掲 載

）

　
常 陸 那 珂 港 は 、 北 関 東 自

動 車 道 と 直 結 し て お り ます 。 圏 央 道 も 整 備 さ れ 、 常磐 道 と も 相 ま っ て 、 高 速 道路 ネ ッ ト ワ ー ク の 充 実 に より 港 へ の ア ク セ ス も 一 層 向上 。 常 陸 那 珂 港 は 北 関 東 の玄 関 口 と し て 期 待 さ れ て おり ま す 。　
臨 港 地 区 に は 、 建 設 機 械

メ ー カ ー の コ マ ツ と 日 立 建機 ㈱ が 進 出 し て お り ま す 。コ ン テ ナ ・ Ｒ Ｏ Ｒ Ｏ 航 路 を

中 心 に 、 内 貿 ・ 外 貿 あ わ せて

2 0航 路 が 運 行 さ れ て お り

ま す 。 近 く に は 国 営 ひ た ち

湾 事 務 所 で 持 っ て い た ブロ ッ ク を と に か く 集 め て 、地 元 の 建 設 業 の 皆 様 に も 無理 を お 願 い し 、 ま ず は 離 岸堤 を 急 ぎ 完 成 さ せ た の です 。 突 堤 も 大 急 ぎ で 完 成 させ 、 国 営 公 園 側 に 堆 積 し てい た 砂 を 、 浸 食 さ れ て い る箇 所 に 入 れ 始 め ま し た 。 砂は す ぐ 沖 合 に 持 っ て い か れて し ま い ま し た が 、 あ と か

多 く の 企 業 に 常 陸 那 珂 港 の優 位 性 を 説 明 し 、 立 地 を 進め て 歩 い て も ら い ま し た 。数 年 後 に な り ま す が 、  無 事 、コ マ ツ と 日 立 建 機 に 立 地 いた だ い た の で 、 造 成 を 進 めて お い て 大 い に 良 か っ たと 、 し み じ み 思 い ま し た 。　
思 い 出 深 い の は 、 阿 字 ヶ

浦 海 岸 の 浸 食 対 策 で す 。 寒い 冬 の こ と だ っ た と 思 い ます が 、 橋 本 知 事 と 一 緒 に 、現 場 で 観 光 の 方 々 の 説 明 を受 け た の で す 。　
当 時 の 海 岸 は 、 立 派 な 砂

浜 は 跡 形 も な く 、 砂 利 が 剥き 出 し で 荒 い 波 が 打 ち 寄 せて い た の で す 。 と て も 海 水浴 ど こ ろ で は な い 、 何 と かし て ほ し い 、 と 訴 え ら れ まし た 。　
知 事 か ら も 「 来 年 の 海 水

浴 の 時 期 ま で に 、 な ん と か海 水 浴 場 を 取 り 戻 せ な いか 」 と 言 わ れ 、 や っ て み ます 、 と い う こ と に な り ま した 。　
そ の 後 、 茨 城 大 学 の 三 村

教 授 （ の ち の 学 長 ） の 全 面的 な ご 支 援 を 得 て 、 関 係 者が 集 ま っ て の 勉 強 会 を 開 い

海 浜 公 園 が あ り 、さ ら に 「 東 洋 の ナポ リ 」 と い わ れ た阿 字 ヶ 浦 海 水 浴 場が あ る の で す 。　
私 は 平 成

1 4年 ４

月 か ら 平 成

1 6年 ３

月 ま で 港 湾 課 長 を務 め ま し た 。 平 成
1 5年 、 常 陸 那 珂 火

力 発 電 所 の 本 格 稼働 に あ た り 、 灰 処分 の 問 題 や 石 炭 船の 接 岸 の 問 題 など 、 た く さ ん の 協議 を 行 い ま し た 。

　
臨 港 地 区 の 造 成 工 事 も 積

極 的 に 進 め ま し た 。 こ の 頃は 、  「 企 業 立 地 の 見 込 み もな い の に 無 駄 な こ と を や って い る 」 な ど 、 陰 口 を 叩 かれ た り し て お り ま し た 。　
企 業 誘 致 グ ル ー プ に は コ

マ ツ と 日 立 建 機 を は じ め 、

ら あ と か ら 投 入 し た の です 。 そ う す る う ち に 、 や っと 砂 浜 が 出 来 ま し た 。 投 入し た 砂 の 量 は 数 十 万 ㎥ です 。　
こ の よ う な こ と で 、 何 と

か 海 水 浴 に 間 に 合 わ せ 、 砂浜 を 復 活 さ せ た の で す 。 遠浅 の 砂 浜 が 復 活 し 、 海 水 浴シ ー ズ ン に は 多 く の 方 々 が訪 れ る よ う に な り ま し た 。大 い に 賑 わ い を 取 り 戻 し た美 し い 砂 浜 は 、 ま さ に 「 東洋 の ナ ポ リ 」  。 砂 浜 復 活 を見 届 け 、 ほ っ と 安 心 し た こと を 今 で も ま ざ ま ざ と 覚 えて お り ま す 。ま し た 。  し か し 今 こ う し て 、丘 の 上 か ら 、 発 展 す る 常 陸那 珂 港 や 阿 字 ヶ 浦 海 岸 方 面を 眺 め る と 、 担 当 し て い た当 時 を 思 い 出 し て 、 大 変 感慨 深 い も の が あ り ま す 。　
み は ら し の 丘 は 、 道 路 等

の 建 設 発 生 土 の ス ト ッ クヤ ー ド と し て 造 成 が 進 め られ た 場 所 で あ り 、 私 が 建 設リ サ イ ク ル 推 進 室 長 を 務 めて い た 時 、 現 地 調 査 を 行 った こ と が あ り ま し た 。 今 では ネ モ フ ィ ラ 、  コ キ ア な ど 、絶 景 を 一 目 見 よ う と 大 勢 の観 光 客 が 訪 れ る 一 大 観 光 スポ ッ ト に な っ て お り 、 こ ちら も ま た 心 に 染 み 入 る も のが あ り ま す 。　
県 を 退 職 し た 後 は 、 東 京

ガ ス ㈱ で 日 立 港 Ｌ Ｎ Ｇ 基 地お よ び 首 都 圏 と 県 を 結 ぶ 幹線 パ イ プ ラ イ ン ネ ッ ト ワ ーク の 建 設 ５ カ 年 プ ロ ジ ェ クト に 携 わ り ま し た 。 こ の時 、 港 湾 で の 経 験 や 学 ん だこ と 、 お 世 話 に な っ た 方 々と の 繋 が り に 、 大 変 助 け られ ま し た 。 港 湾 課 で の ３ 年間 は 、 何 に も 代 え が た い ほど 大 切 な 経 験 を さ せ て い ただ き ま し た 。 大 変 感 謝 し てい ま す 。

�

（ 島 津 就 子 ）

礁 事 故 の 際 、 タ イ ヤ チ ッ プの 散 乱 防 止 に 使 用 し た ワ イヤ モ ッ コ が 役 に 立 っ た の です 。 ワ イ ヤ モ ッ コ を 利 用 して 、 ク レ ー ン で 引 き 揚 げ てト レ ー ラ ー に 積 み 、 川 尻 海岸 に 一 時 埋 設 し ま し た 。　
こ の ク ジ ラ は 、 体 長 約

1 3

ｍ 、 重 さ 約

3 3ｔ の セ ミ ク ジ

ラ で し た 。 今 は ア ク ア ワ ール ド 大 洗 水 族 館 に 、 骨 格 標本 と し て 展 示 さ れ て い ます 。 全 身 の 骨 格 標 本 は 国 内で も 数 体 を 数 え る ば か り の大 変 貴 重 な も の だ そ う です 。 セ ミ ク ジ ラ の 漂 着 と いう 珍 し い 事 例 に 直 面 し ま した が 、 こ う し て 過 去 の 経 験を 活 か す こ と で 、 乗 り 切 るこ と が 出 来 ま し た 。　
私 は 春 に な る と 、 ひ た ち

海 浜 公 園 に 足 を 運 ん で い ます 。 園 内 に あ る み は ら し の丘 の 頂 上 か ら 、 広 大 な 景 観と と も に 港 湾 の 整 備 状 況 など を 眺 め る の が 、 毎 年 の 楽し み の 一 つ で す 。　
か つ て 、 常 陸 那 珂 港 が 無

駄 な イ ン フ ラ 整 備 の 代 表 のよ う に 言 わ れ た こ と も あ り

て も ら い ま し た 。 色 々 と 案は あ り ま し た が 、 結 果 的 には 、 ま ず 沖 合 に 数 千 個 の 消波 ブ ロ ッ ク で 離 岸 堤 を つ くり 波 を 弱 く す る 、 そ し て 北側 に 砂 の 流 れ を 止 め る 突 堤を つ く り 、 そ の あ と 砂 を 入れ る 、 と い う こ と に な り まし た 。　
消 波 ブ ロ ッ ク を つ く っ て

い る 暇 は あ り ま せ ん 。 各 港

い
ば ら き の

公 共 事 業

い
ば ら き の

公 共 事 業

〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜

県 土 木 部 港 湾 課

編

（ 完 ）　

い ば ら き の 公 共 事 業 を 紐 解 く

常 陸 那 珂 港 と 阿 字 ヶ 浦 海 水 浴 場 の お も い で

元 県 土 木 部 長
（ 当 時 ・ 県 土 木 部 港 湾 課 課 長 ）

元 土 木 部 技 監 兼 常 陸 大 宮 土 木 事 務 所 長
（ 当 時 ・ 県 土 木 部 港 湾 課 技 佐 兼 課 長 補 佐 （ 技 術 総 括 ） ）

渡 邊 一 夫 氏 海 野 定 文 氏×

海 野

　
定 文 （ う み の

　
さ だ ぶ み ）

１ ９ ４ ９ 年

1 1月

2 8日 生 ま れ 。

7 3歳 。 初 入 庁 時 は 、

高 萩 土 木 事 務 所 に 所 属 。 そ の 後 、  港 湾 課 技 佐 （ 常陸 那 珂 港 整 備 推 進 担 当 ）  、 港 湾 課 技 佐 兼 課 長 補 佐（ 技 術 総 括 ）  、 建 設 リ サ イ ク ル 推 進 室 長 、 道 路 維持 課 長 な ど を 経 て 、 ２ ０ １ ０ 年 に 土 木 部 技 監 兼常 陸 大 宮 土 木 事 務 所 長 で 定 年 を 迎 え た 。

阿 字 ヶ 浦侵 食 対 策

 ブ ロ ッ ク 集 め 離 岸 堤 完 成

港 湾 振 興 を 図 り 企 業 誘 致

　
前 面 に は 離 岸 堤 ２ 基 、 北

側 に は 突 堤 １ 基 の 建 設 、 さら に 養 浜 や 、 常 陸 大 宮 土 木事 務 所 が 担 当 す る 護 岸 復 旧工 事 と の 連 携 対 応 に よ り 、海 岸 を 復 活 す る こ と が で きま し た 。　
課 長 の 指 示 を 受 け 、 短 期

間 の う ち に 工 事 を 終 え る こと が で き た 時 は 、 安 心 す ると 同 時 に 感 動 し た こ と を 覚え て い ま す 。　
こ の ほ か 、 日 立 港 で 起 き

た チ ル ソ ン 号 の 座 礁 事 故 にも 関 わ り 、 現 地 で 指 揮 を 取り な が ら 大 変 苦 労 し た 思 い出 が あ り ま す 。 そ の 後 、 平成

1 5年 ４ 月 に は 、 川 尻 港 に

ク ジ ラ が 漂 着 し た こ と も あり ま す 。 防 波 堤 の 消 波 ブロ ッ ク 上 か ら 大 き な ク ジ ラを 回 収 す る 作 業 は 難 航 し まし た が 、 日 立 港 で 起 き た 座

　
つ く ば 市 は 竹 園 橋 、 ４ ４

０ ５ ２

－ ６ 号 橋 、 春 日 北 橋

の ３ 橋 を 補 修 す る た め 、 設計 の 策 定 に 本 年 度 か ら 取 り掛 か る 。 設 計 の 履 行 期 間 は２ ０ ２ ４ 年 ３ 月 ５ 日 ま で 。　
同 業 務 は 既 存 橋 梁 の 補 修

に あ た り 、 劣 化 の 範 囲 や 程度 の 調 査 、 補 修 方 法 や 劣 化原 因 の 除 去 の 検 討 を 行 い 、補 修 工 事 発 注 に 必 要 な 詳 細設 計 を 行 う こ と が 目 的 。　
各 橋 の 概 要 は 、 竹 園 橋 が

橋 長

6 8・  ７ ｍ で 幅 員 が ５ ｍ 。

竹 園 地 内 に 位 置 し 、 橋 梁 形式 は Ｐ Ｃ 方 杖 ラ ー メ ン 橋 。竣 工 は １ ９ ７ ４ 年 。 設 計 概要 は 上 部 工 補 修 工 設 計 、 下部 工 補 修 工 設 計 、 伸 縮 装 置補 修 設 計 、 支 承 補 修 設 計 、橋 面 防 水 工 設 計 な ど 。　
４ ４ ０ ５ ２

－ ６ 号 橋 の 橋

　
命 名 権 の 付 与 に よ り 自 主

財 源 を 確 保 し 、 施 設 の 管 理運 営 や 利 用 者 へ の サ ー ビ ス向 上 を 図 る と と も に 、 市 民の 健 康 づ く り の 推 進 や 福 祉の 充 実 に 寄 与 す る こ と が 目的 。 昨 年 度 の 利 用 者 実 績 は６ 万 ５ ７ ０ ５ 人 。　
応 募 資 格 は 、 市 内 に 本 社

　
春 日 北 橋 は

7 9年 竣 工 で 春

日 地 内 に 位 置 。 橋 梁 形 式 はＰ Ｃ 場 所 打 床 版 橋 。 橋 長 は
4 6ｍ 、 幅 員 は ５ ｍ 。 設 計 概

要 は 上 部 工 補 修 工 設 計 、 下部 工 補 修 工 設 計 、 伸 縮 装 置補 修 設 計 、 支 承 補 修 設 計 、橋 面 防 水 工 設 計 。 　
情 報 交 換 は 、 各 グ ル ー プ

６ ～ ７ 人 に 分 か れ て 実 施 。女 性 が 入 職 ・ 定 着 し や す い環 境 づ く り 、 女 性 の キ ャ リア ア ッ プ 、 出 産 ・ 育 児 な どに つ い て 積 極 的 に 意 見 を 交わ し た 。　
大 子 町 は 、 奥 久 慈 茶 の 里

公 園 （ 左 貫 １ ９ ２ ０ ） 内 の物 産 館 の 屋 根 塗 装 工 事 を 実施 す る 。 ８ 月 頃 に 指 名 競 争入 札 で の 発 注 を 予 定 し て おり 、 工 期 は ３ カ 月 を 想 定 。　
公 園 内 に あ る 物 産 館 の 屋

根 ６ ０ ２ ㎡ の 塗 装 工 事 を 実施 す る 。 物 産 館 は １ ９ ９ ５年 築 の Ｗ 造 平 屋 建 て 、 延 べ床 面 積 は ３ ８ ７ ・ ５ ６ ㎡ 。　
奥 久 慈 茶 の 里 公 園 は 、 奥

久 慈 茶 の 販 売 や 茶 摘 み 、 手

　
小 美 玉 市 は こ の ほ ど 、 四

季 健 康 館 （ 部 室 １ １ ０ ６ ）の ネ ー ミ ン グ ラ イ ツ ・ パ ート ナ ー の 募 集 を 開 始 し た 。契 約 期 間 は 原 則 ３ 年 以 上 ５年 以 下 。 希 望 金 額 は 年 額 １０ ０ 万 円 以 上 （ 税 込 み ）  。７ 月

1 8日 ま で 募 集 を 受 け 付

け る 。 長 は

1 8・ ８ ｍ で 幅 員 は ６

ｍ 。 場 所 は 千 現 地 内 、 橋 梁形 式 は Ｐ Ｃ ポ ス テ ン 中 空 床版 橋 。 竣 工 は

7 9年 。 設 計 概

要 は 上 部 工 補 修 工 設 計 、 下部 工 補 修 工 設 計 、 伸 縮 装 置補 修 設 計 、 橋 面 防 水 工 設 計な ど 。 　
冒 頭 、 柳 瀬 会 長 は 「 こ の

交 流 会 を 通 じ て 、 建 設 業 にお け る 女 性 の 入 職 や 定 着 の促 進 に 繋 が れ ば 良 い と 考 える 」 と あ い さ つ 。　
続 い て 、 石 井 髙 子 副 会 長

が 活 動 報 告 を 行 っ た 。

ま た は 支 社 、 営 業 所 を 有 する 法 人 、 そ の 他 の 団 体 、 指定 管 理 者 。　
愛 称 の 条 件 は 、 募 集 の 目

的 や 対 象 施 設 に ふ さ わ しく 、 市 民 の 理 解 が 得 ら れ るも の と し 、 前 後 に 「 四 季 健康 館 」 な ど 保 健 福 祉 施 設 と分 か る 名 称 を 使 用 す る こ とな ど と し て い る 。　
問 い 合 わ せ は 、 健 康 増 進

課 （ 電 話 ０ ２ ９ ９

－

4 8

－ ０

２ ２ １ ）  。 も み 茶 づ く り な ど の 体 験 がで き る 施 設 。 園 内 に は 茶 畑や 体 験 施 設 の ほ か 、 茶 室 や物 産 館 、 和 紙 人 形 美 術 館 など が あ る 。 　
石 岡 市 は 八 郷 総 合 支 所

（ 柿 岡 ５ ６ ８ ０

－

１ ） で 外

壁 タ イ ル 面 等 の 調 査 を 行 って い る 。 ㈱ 藤 岡 設 計 に １ ６５ 万 円 （ 税 抜 き ） で 業 務 を委 託 し た 。 履 行 期 限 は ２ ０２ ３ 年 ９ 月

3 0日 ま で 。 調 査

を 実 施 し た 結 果 、 必 要 が あれ ば 今 後 修 繕 を 行 っ て い く考 え だ 。　
同 業 務 は 建 築 基 準 法 に 基

づ き

1 0年 に １ 度 行 う も の 。

外 装 仕 上 げ 材 等 に つ い て 、損 傷 、 腐 食 そ の 他 の 劣 化 の状 況 を 全 面 打 診 等 で 調 査 する 。　
八 郷 総 合 支 所 は １ ９ ９ ４

年 の 建 築 。 規 模 は Ｓ Ｒ Ｃ 造４ 階 建 て 延 べ 床 ８ １ ０ ０ ・６ ３ ㎡ 。

　
県 建 設 業 協 会 建 女 ひ ば り 会  （ 柳 瀬 香 織 会 長 ＝

写 真

）

は

1 6日 、 ２ ０ ２ ３ 年 度 会 員 交 流 会 （ 情 報 交 換 会 ） を

ホ テ ル ・ ザ ・ ウ エ ス ト ヒ ル ズ ・ 水 戸 で 開 催 し た 。 会員 約

6 0人 が 出 席 し 、 女 性 の 入 職 や 定 着 促 進 な ど に つ

い て 情 報 交 換 し た 。

▲  6  ～  7  名 の グ ル ー プ に 分 か れ 情 報 交 換

約 6 0 人 が 活 発 な 意 見 交 わ す

女 性 の 入 職 や 定 着 促 進 な 　
　 ど

《 茨 建 協 建 女 ひ ば り 会 》

八 郷 総 合 支 所 で外 壁 タ イ ル 調 査

《 石 岡 市 》

茶 の 里公
　
園 ８ 月 頃 に も 指 名 競 争

物 産 館 の 屋 根 塗 装

大 子 町

つ く ば 市

 工 事 発 注 へ 詳 細 設 計

竹 園 橋 等 ３ 橋 を 補 修

７ 月

1 8日
ま

　
　
で 募 集 受 付

「 四 季 健 康 館 」  命 名 権

小 美 玉 市

石 川 運 動 ひ ろ ば庭 球 場 芝 張 替 え
《 ひ た ち な か 市 》

　
ひ た ち な か 市 は 、 石 川 運

動 ひ ろ ば （ 石 川 町

1 0） 内 の

テ ニ ス コ ー ト の 人 工 芝 張 り替 え 工 事 を 実 施 す る 。 夏 頃ま で に は 一 般 競 争 入 札 で 発注 を 行 い た い 考 え で 、 工 期は １ ２ ０ 日 を 想 定 。 ２ ０ ２３ 年 度 当 初 予 算 で は 、 工 事請 負 費 と し て １ ４ ６ ５ 万 ２０ ０ ０ 円 を 計 上 し た 。　
テ ニ ス コ ー ト の 人 工 芝 に

経 年 劣 化 が 見 ら れ る 。 芝 がめ く れ て い る 場 所 も あ り 、プ レ イ 中 の 怪 我 を 防 止 す るた め に 人 工 芝 張 り 替 え 工 事を 実 施 す る 。 張 り 替 え る のは 全 ２ コ ー ト 分  （ １ ５ ５ ２  ・２ ㎡ 、 芝 丈

2 0㎜ ）  。
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